




























































口は平成 24 年 1 月末で 7,463 人，うち 65 歳以上の高齢者は 3,290 人，高齢化率は全国平均のほ
ぼ 2倍である 44.08％である。
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　平成 20 年 3 月にまとめられた「安芸太田町特定健康診査等実施計画」によれば，平成 19 年現
在，町民のほぼ半数を占める国民健康保険被保険者の 69.5％が 65 歳以上の高齢者で，60 歳代の
半数，70 歳以上では 8割以上の人が何らかの生活習慣病で治療を受けていることやその病名で
は，高血圧症，虚血性心疾患，高脂血症が目立っていることが報告されている。表 2の生活習慣
病有病者の年次推移によると平成 16 年から平成 18 年にかけて糖尿病，高血圧症，高脂血症及び
高尿酸血症は，対前年比 20％増となっている。
　Ａ町のこの計画では，特定健康診査受診率を 80％に，特定保健指導実施率を 60％，内臓脂肪
症候群の該当者・予備群の 25％減少を平成 27 年度までに達成することを目標としており，第 1
期の目標として，特定健康診査受診率を 65％に，特定保健指導実施率を 45％，内臓脂肪症候群




成 18 年度 57.9％から平成 21 年度 83.9％，平成 22 年度 86.3％へと急増している6）。
表 1　Ａ町の人口等の状況（平成 24 年 1 月末）
項　　 　目 内　　　　容
人　　口 7,463 人
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表２　Ａ町生活習慣病有病者の年次推移
年次 平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年
増減数 増減率
17 ～ 18 年の比較
生活習慣病総数 3,533 4,219 5,365 1,146 127.2 
糖  尿 病 513 620 781 161 126.0 
高 血 圧 症 1,141 1,329 1,623 294 122.1 
高  脂 血  症 691 932 1,014 182 121.9 
高 尿 酸 血 症 95 110 142 32 129.1 














項　　　目 参加者 不参加者 計
人数（人） 12 27 39
男女人数 男　2 女　10 男　18 女　9 男　20 女　19
年齢平均（歳） 76.5 68.5 66.5 64.3 67.5 66.9
肥満者（人，％） 1（50.0） 4（40.0） 11（61.1） 7（77.8） 12（60.0） 11（57.9）
BMI 平均値 21.6 26.8 26.9 26.8 26.5 25.0
身長平均値（㎝） 154.1 145.1 167.0 153.4 165.9 151.6
体重平均値（㎏） 55.4 52.4 74.9 62.8 72.6 57.3
腹囲平均値（㎝） 81.0 83.6 91.9 93.6 90.4 88.9
HbA1c 平均値（％） 5.8 5.5 5.9 5.8 5.9 5.7
（2）　糖尿病予防教室の開催状況
　参加者の交通の便を考慮し，町立病院の会議室を会場とした。参加者のうち男性は 2名であっ





























平成 22 年 11 月 6 日（月）






平成 22 年 12 月 14 日（月）







平成 23 年 2 月 16 日（月）






平成 23 年 3 月 16 日（月）










　教室参加者 12 名，不参加者 27 名について前年の検査結果との対比により改善状況を検討し






　図 3のとおり教室参加者では，平均 52.7 ㎏から平均 49.4 kg へと 3.3 ㎏の減少が見られた。教
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（3）腹囲
　腹囲は，男性の場合 85 cm 未満，女性の場合は 90 cm 未満が判定基準であるが図 4のとおり，
教室参加者では，平均 4.1 cm，不参加者では平均 0.6 cm の減少であった。（6.8 倍）
（4）　肥満度（BMI）
　肥満度（BMI）は，Body Mass Index（肥満指数）の略で，身長と体重から計算され日本肥満
学会が決めた判定基準では，統計的にもっとも病気にかかりにくい BMI 22 を標準とし，25 以
上を肥満としている。肥満度の変化は，図 5のとおり，参加者では，平均 23.3 から平均 21.9 へ
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（6）　血糖値
　空腹時の血糖値は，参加者で平均102.9 mg/㎗から99.3 mg/㎗へ，不参加者では，平均107.9 mg/
㎗から平均 107.4 mg/㎗へと減少が見られた。参加者では，平均 10.4 mg/㎗の減少にくらべ不参




124.9 mg/㎗へ，不参加者では平均 134.1 mg/㎗から平均 128.0 mg/㎗へ減少がみられた。
図６　 HbA1c 平均値の比較
図７　血糖平均値の比較




不参加者では 8人が 10 人に増加していた。いずれも肥満の状態が改善されない者であった。
（9）　正常値達成者の比較





教室参加者（12 名） 教室不参加者（27 名）
Ｈ 22 年 Ｈ 23 年 Ｈ 22 年 Ｈ 23 年
腹囲（男 85 cm，女 90 cm 以下） 58.3 83.3 33.3 33.3
肥満度 BMI（18.5～25 未満） 58.3 91.7 14.8 33.3
HbA1c 値（5.2％未満） 0 54.5 0 37.0
血糖値（70～100 mg/㎗未満） 75.0 83.3 70.4 66.7
LDL －コレステロール値（120 mg/㎗未満） 58.3 83.3 55.6 77.8
尿酸値（男 4～7，女 2.5～5.5 mg/㎗） 83.3 91.7 77.8 77.8
図９　尿酸値の比較
図８　LDL －コレステロール平均値の比較
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２　行動変容の状況



























4 ジュース，果物を夜摂らないこと 菓子のもらい物が多い 毎朝の体重計測 
5 運動，農作業 菓子が止められない 歩くこと，体操 








8 食事，運動 甘いものが大好き 体操，夕食後何も食べない 















で 91.7％と 33.3％と 3倍近い差が認められ腹囲の減少も大であった。教室参加者は，食習慣の修
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